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   Against an infection of urinary tract that is one of defects on retrograde pyelography, 
it is tried to add some kinds of antibiotics to contrast solution. It should be added under 
the adequate conditions based on 1) lack of toxicity, 2) lack of irritative qualities in 
effective concentration, 3) broadness of antimicrobial spectrum, and 4) chemical com-
patibility with the usual contrast solution. 
   Initial studies were made with a variety of substances including Penicillin, Strepto-
mycin, Tetracycline and Dextromycin, has been found to be the bacteriocidal additive of 
choice. 
   Retrograde pyelographic studies have been made on patients using Dextromycin as 
additive to contrast solution and it was concluded that numbers of acute pyelitic patient 

















染 の 蔓 延 す る 事 を 除 い た り,少 く し て 理 想 的 な
逆 行 性 腎 孟 撮 影 を 行 う 目的 で 本 研 究 を 行 つ た.
皿 造 影 剤 に 添 加 す る抗 菌 性 物 質
逆 行性 腎 孟撮 影 に使 用す る造影 剤 に 加 え る抗 菌性物
質 の 具備 す べ き条件 は1)毒 性が 少 い 事,2)有 効 な
濃 度 で尿 路 殊 に 腎孟 粘膜 に 対 して刺 戟 の 少い 事,3)
抗 菌 ス ペ ク トル が 広 い事,4)造影 剤 と化学 的 適合性 を
有す る事 の4つ で あ る.こ の 様 な局 所 使 用に 有効 な抗
菌 物 質 は多 数 あ るが,著 者 はPenicillin,Streptom・
ycin,Tetracycline,Dextromycinの4抗生物質 を
選 ん だ.
14種 の抗 生 物 質 に就 て
(i)Penicilln
1928年AlexanderFlemingによつ てPenicilli・
umnotatumよ り発 見 され た も ので,医 学 に大 きな
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貢献を した事 は周知 の こ とで あ る.
(ii)Streptornycin
1944年Waksmanneta1によつ て放 線 菌Strep・
tomyC〔rsgriseusより発 見 され た抗 生 物質 で あ る.
(iii)Tetracycline
Duggar(1948),Finley(1950)に依 つ て発 見 され
たChlortetracycline,Oxytetracyclineは1952年
Woodwardによ り其 の化学 構 造 式 が 明 ら か に さ れ
た.其 の際之等 の基 本体 と も考 え られ る化学 構 造 式 が
4個の環 状体か ら出来 てい るの でTetracyclineと名
附け られ た.Regna(1951)は之が 極 め て優 秀 な 抗 生
物質で あろ うと考 えて い た が ・其 の 後Woodward・
Pauletal(1953),Conover(1953)等に よ り性 能 が
明らかに された抗 生物 質 で あ る.
(iv)Dextromycin
1949年緒 方氏 に よ り土 壌 中 の放 線菌Streptomyces
fradiaeより分離 され た抗 生 物質 で,Waksman(19
49)の発見 にか か るNeornycinと生 物学 的並 び に 化
学的性状 が略 々同一 で,そ の 化学 的 安定 度 は極 め て 高
い優秀な抗 生物質 で あ る.
2毒 性
Penicillin(以後PCと 略す),Streptomycin(以
後SMと 略す)及 びTetracyclin(以後TCと 略
す)は,現 在迄 に相 当期 間 広 く使 用 され て い るの で,
其の毒性に 関 しては 今更 取 り上 げ る 必 要 は無 い と思
う,少 し意味 は異 るがPCの 場 合 ア レル ギ ーが 問 題 と
な る,新 谷 氏(1956)は20%ヨー ドナ トリ ウムに40u
/ccのPCと200γ/ccのSMを 混 じ て約100例に 逆
行性腎孟撮影 を行 い,何 等 の 副作 用 を認 め なか つ た と
述べてい るが,腎 孟 粘膜 よ りの 吸収 や 腎孟 外溢 流 現 象
に よつて,微 量 と錐 も吸 収 され る危 険性 が あ る以 上 一
応注意を要す る.同 じ事 はSM,TCに も云 え な い事 で も
ないが,発 生 頻度 が 全 く違 うので 取 上 げぬ 事 とす る.
Dextromycin(以後DMと 略 す)は 皮膚,潰 瘍 又
は肉芽 面,結 膜,腸 管 に 安 全 で あ り,Hesseta1(1
955)等も述 べ てい る如 く尿 路 よ りの 吸収,腎 孟 外 溢流
現象に よる危 険は考 え られ ない.マ ウス致 死 量 は静 注
36m9/kg,経口1250mg/kgで,SM,TCに 比較 す
ると約4倍 の毒性 を 有 し てい るが,過 敏 症 等 の ア レル
ギー性で は他 の もの よ り少 い.
3刺 戟 性
著者等は難 治性 の 腎孟 炎,感 染 性 水 腎 症 及 び膿 腎 症
に対 して,PC10～20万 単 位,SMO.5～19,TC100
～250mg程度 を尿 管 カテ ー テル を通 じて,或 い は 直
接的に腎孟 に注 入す る事 が屡 々あ るが,原 疾 患 が 治 癒
す る事はあ って も,粘 膜刺 戟 症 状 を 認 め た事 は全 くな
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い.DMを2.5%及び5%に 含んだ60%ウログラフィ
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第3表Dextrornycin添加 造 影 剤 に よる
感染 予 防一
造 影 剤
60%ウロ グ ラフ ィ ソ
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逆行性腎孟撮影に於 け る二大 欠点の中の一つ
であ る尿路感染は,時 として重 大な結果 をもた
らす事が あるので泌尿器科 医に とつては最 も注
意を払 う事 の一つで あつた.古 くは ウロ トロピ
ンを投与 した り,196硝酸銀溶液 の腎孟内注入
が行 われ,最 近は化学療法剤及 び抗生物質の経
口的乃至非経 口的投与が行われてい る.之 によ
つて感染予防は ある程度防止 され る事が出来た
が,現 在 尚満足 な 成 果 を 得 るには至 つていな
い.著 者は ここに於 て造影剤に抗菌性物質を直
接添加す る事に よつ て更に理想 に近 い逆行性腎
孟撮影 に一歩近ず く事 を試 みた.
造影剤 に添加す る抗 菌性物質 の具備すべ き条
件は1)毒 性 の少い事,2)有効 濃度で刺戟の少
い事,3)抗菌 スペ ク トルが広 い事,4)造影剤と
化学的適合性 を有す る事の4つ であ る.こ の条
件 を最 も具備 す る抗菌性物 質を選ぶために,多
くの優れた抗菌性物質 の中か ら著者はPenici1・
lin,Streptomycin,Tetraeycline,Dextromy・
ci11の4種の抗 生物質を取 上げ,こ れ に就て検
討 を加えてみ た.
4種 の抗生物質 の毒性 に就 いて観察 してみる
とDMが 最 も強 く,SM及TCの 約4倍 の毒
性 を有 してはい るが,Hess等 が述べ ている如
く尿路 よりの吸収,腎 孟 外盗流現象 による危険
性は無い.む しろPCは 毒性 は少いが,過 敏症
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等のア:レルギー性 にやや難点が感 じられ る・
刺戟性に関 しては腎孟 内注入では4抗 生物質
共安全であると云える.
抗菌スペク トルは各抗生物質共広 スペ ク トル
を有するが,PCが 尿路細菌 の60%以上 を占め
ると云われる大腸菌に対 して無効 である事は大
きな欠点である.
20%ヨー ドナ トリウム,30%ウ ロコリソ及び
60%ウログラフィンの3造 影斉llにPC100u/cc,
SMO.2mg/cc,TCO.2mg/cc,DMlmg/cc
の割合に夫々混 じ室温 で放置 して3週 間に亘 り
観察し,沈澱物 の発生 を調べた.其 の結果TC
が最も沈澱物を多 く発生 し,DM,SMが 最 も
少なかつた.
又その間の抗菌力の減退に就 いて検査 を した
所,3週 間後ではDMが10%以 下の減退率 で
最も安定性 を示し,PCが 減退率が非常 に高い
事を知つた.




定期間の保存に耐 え得 る好適な造 影剤添加物質
であると考 えた.
そこで著者は,逆 行性腎孟 撮 影 に際 して,
DMlmg/ccを添加 した60%ウログ ラフィン と,
添 加しない60%ウ ログラフィ ン単 独の造 影剤
を使用 して感染 を来た しやす い上部尿路,結 石
症患者に逆行性腎孟撮 影を行つ てみた.其 の結
果,DMlmg/ccを添加せぬ造 影剤を使 用 した
27例では22例の81.5%に感染 を惹起 して腎孟炎
を起したが,DMを 添加 した14例では僅 か2例
の8.3%にしか腎孟炎 を起 こさなかつた.之 は









抗菌 スペ ク トルが広 い事,④ 造影剤 と化学的適




4)Dextromyci11は毒 性が少 く,刺 戟性な
く,広 スペ ク トルを有 し,沈 澱形成が少 く,抗
菌力減退が最 も少い極 めて安定 した最適 の抗生
物質で ある.
5)逆行性腎孟撮 影 で最 も感 染 を来た しやす
い上部尿路結石症患者 に,DMlmg/ccを添加
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